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めたものである。 
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Ⅰ 調査の概要 

１  調査目的 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（以下、「配偶者暴力防止法」という。）第

25 条では、「国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に資するため、加害

者の更生のための指導の方法、被害者の心身の健康を回復させるための方法等に関する調査研究の推

進並びに被害者の保護に係る人材の養成及び資質の向上に努めるものとする。」と規定している。 

また、第３次男女共同参画基本計画では、「女性に対する暴力について的確な施策を実施し、社会

の問題意識を高めるため、被害等の実施を把握することを目的とした調査を、今後も定期的・継続的

に実施するとともに、女性に対する暴力の実態が的確に把握できるデータの在り方を検討する。」と

規定している。 

  これまで、平成 11 年度、14 年度、17 年度、20 年度に、全国 20 歳以上の男女 5,000 人（17 年度

以前は 4,500 人）を対象に、無作為抽出によるアンケート調査を実施している。前回調査から３年後

に当たる本年度は、過去の調査を踏まえつつ、国内の男女間における暴力の実態を把握する。 

 

２  調査対象 

(1) 母集団 全国 20 歳以上の男女 

(2) 標本数 5,000 人 

(3) 抽出法 層化二段無作為抽出法 

 

３  調査時期 

平成 23 年 11 月～12 月 

 

４  調査方法 

郵送留置訪問回収法 

（回収は、対象者自身が回収用封筒に記入済みの調査票を密封したものを、調査員が回収した。ま

た、対象者本人が希望した場合には、郵送回収とした。） 

 

５  回収結果 

(1) 有効回収数（率）  3,293 人（65.9％） 

   （内訳） 女 1,751 人  男 1,542 人 

(2) 回収不能数（率） 1,707 人（34.1％） 

    回収不能理由内訳 

転居 12 ( 0.2%) 

長期不在 86 ( 1.7%) 

短期不在 460 ( 9.2%) 

住所不明 52 ( 1.0%) 

拒否 613 (12.3%) 

調査票不達 16 ( 0.3%) 

白票 108 ( 2.2%) 

郵送依頼未回収 165 ( 3.3%) 

その他 195 ( 3.9%) 
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６  回答者の属性 

(1) 性別 

 

 

 

 

 

(2) 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 未既婚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  10 歳代から 20 歳代の頃の交際相手の有無 

（ｎ）

総 数 （3,293人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

46.8

男 女

53.2

（ｎ）

総 数 （3,293人）

女 （1,751人）

男 （1,542人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

11.1

12.0

10.0

14.9

15.5

16.6

16.9

16.2

17.2

17.2

17.1

40.0

39.0

41.2

20～29歳

15.2

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

（ｎ）

総 数 （3,293人）

女 （1,751人）

男 （1,542人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

15.6

18.9

62.3

70.8

5.7

7.0

4.3

未婚（結婚した
ことはない）

17.2

既婚（現在、夫
又は妻がいる）

66.2

離別（結婚して
いたが、離婚し
た）

死別（結婚して
いたが、相手が
亡くなった）

6.9

10.9

2.5

3.6

4.2

3.9

無回答

（ｎ）

総 数 （3,293人）

女 （1,751人）

男 （1,542人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

60.8

57.4

33.1

36.1

6.3

6.1

6.5

59.2

交際相手がいた
（いる）

34.5

交際相手はいな
かった 無回答
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Ⅱ 配偶者からの被害経験 

 

 

約４人に 1人は配偶者から被害を受けたことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の約３人に１人は配偶者から被害を受けたことがあり、約 10人に 1人は何度も受けている 

（n=2,598人）
あった
（計）

配 偶 者 か ら の 被 害 経 験 の 有 無 (26.2)

Ａ
なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き
飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた

(20.1)

Ｂ

人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監
視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるい
は、自分もしくは自分の家族に危害が加えられる
のではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた

(14.0)

Ｃ いやがっているのに性的な行為を強要された (9.2)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

16.1

9.4

6.5

72.0

77.9

82.2

86.5

2.7

4.1

4.6

何度もあった

7.3

１、２度あった

18.9

まったくない

4.3

無回答

1.8

2.0

3.8

あった（計）

配偶者からの被害経験 

配偶者からの被害経験 （男女別） 

〔女〕 〔男〕

（n=1,403人） （n=1,195人）

(32.9) (18.3)

Ａ
身体に対する暴行を受け
た

(25.9) (13.3)

Ｂ
精神的な嫌がらせや恐怖
を感じるような脅迫を受
けた

(17.8) (9.5)

Ｃ 性的な行為を強要された (14.1) (3.4)

あった
（計）

あった
（計）

配偶者からの被害経験の有無

0 25 50 75 100(%)

19.7

11.1

9.5

65.5

72.2

78.2

81.2

4.6

6.2

6.7

何度も
あった

10.6

１、２度
あった

22.3

まったく
ない

4.7

無回答

1.6

1.9

4.0

あった（計）

0 25 50 75 100
(%)

11.7

79.7

84.5

86.9

92.7

0.4

1.6

2.1

何度も
あった

3.3

3.0

7.4

１、２度
あった

15.0

まったく
ない

3.8

無回答

2.0

2.2

3.6

あった（計）
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被害を受けた女性の約 4割はどこにも相談していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」は、男性より女性が多い 

 

 

配偶者からの被害の相談の有無 － 時系列比較 

配偶者から最初に被害を受けた時の行動 

（ｎ）

総 数 （681人）

女 （462人）

男 （219人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

5.6

5.5

49.1

27.4

13.1

11.0

17.4

5.6

相手と
別れた

42.1

別れたい（別れよう）と
思ったが、別れなかった

49.8

34.2

39.2

別れたい（別れよう）と
は思わなかった 無回答

今 回 調 査 （257人）

平成20年度調査 （277人）

平成17年度調査 （269人）

今 回 調 査 （169人）

平成20年度調査 （185人）

平成17年度調査 （179人）

今 回 調 査 （88人）

平成20年度調査 （92人）

平成17年度調査 （90人）

総 数

女

男

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

61.0

59.5

41.4

53.0

46.9

76.1

77.2

84.4

42.8

相談した

37.2

37.9

55.0

45.9

48.0

19.3

21.7

15.6

53.3

相談しなかった

-

1.1

5.0

1.1

3.3

1.1

4.5

3.6

3.9

無回答



 

 

5 

 

 

 

「子どもがいるから、子どものことを考えたから」が男女とも最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の約 20人に１人は命の危険を感じたことがある 

配偶者と別れなかった理由 

子どもが
いるから、
子どもの
ことを考
えたから

経済的な
不安があ
ったから

これ以上
は繰り返
されない
と思った
から

世間体が悪いと思ったから

相手が別
れること
に同意し
なかった
から

相手の反
応が怖か
ったから

相手には
自分が必
要だと思
ったから

周囲の人
から、別
れること
に反対さ
れたから

その他

無回答

58.9

16.0

5.6

4.2

3.5

2.8

2.8

2.1

4.2

-

57.3

18.9

5.7

2.2

3.5

3.1

1.8

2.6

4.8

-

65.0

5.0

5.0

11.7

3.3

1.7

6.7

-

1.7

-

0 20 40 60 80 100

 総　数 （n＝287）

 女      （n＝227）

 男      （n＝ 60）

(%)

配偶者からの被害により命の危険を感じた経験 

　　　被害を受けたことがある

（ｎ）

総 数 （2,598人）

女 （1,403人）

男 （1,195人）

結婚したことの
ある人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

4.4 24.7

14.0

5.1

5.3

4.8

1.6

3.1

命の危険を
感じた

19.8

命の危険を
感じなかった

79.7

65.5

72.0

これまで被害を
まったく受けた
ことがない

無回答
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Ⅲ 交際相手からの被害経験 

  

  

約 10人に 1人は交際相手から被害を受けたことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害を受けた女性の約 3割はどこにも相談していない 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ）

総 数 （1,949人）

女 （1,064人）

男 （885人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

13.7

5.8

85.3

93.4

10.1

あった（計）

89.0

なかった

0.8

0.9

0.9

無回答

交際相手からの被害経験 

交際相手からの被害の相談の有無 － 時系列比較 

 

今 回 調 査 （197人）

平成20年度調査 （162人）

平成17年度調査 （153人）

今 回 調 査 （146人）

平成20年度調査 （128人）

平成17年度調査 （118人）

今 回 調 査 （51人）

平成20年度調査 （34人）

平成17年度調査 （35人）

総 数

女

男

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

37.7

47.1

34.2

34.4

39.0

66.7

50.0

74.3

54.3

相談した

49.7

61.1

62.3

64.8

59.3

31.4

47.1

17.1

42.6

相談しなかった

8.6

2.9

1.7

0.8

3.3

1.2

2.0

3.4

3.0

無回答
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「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」が、男女とも約 4割 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相手には自分が必要だと思ったから」、「相手が別れることに同意しなかったから」、 

「これ以上は繰り返されないと思ったから」が２割前後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手には自分が必要だと思ったから

相手が別れることに同意しなかったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

相手の反応が怖かったから

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

周囲の人から、別れることに
反対されたから

その他

無回答

23.2

20.7

18.3

9.8

4.9

4.9

1.2

15.9

1.2

21.3

23.0

18.0

13.1

4.9

1.6

1.6

16.4

-

28.6

14.3

19.0

-

4.8

14.3

-

14.3

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

 総  数 （n＝82）

 女      （n＝61）

 男      （n＝21）

(%)

交際相手と別れなかった理由 

（ｎ）

総 数 （197人）

女 （146人）

男 （51人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

46.6

33.3

41.8

41.2

13.2

8.9

25.5

43.1

相手と別れた

41.6

別れたい（別れよ
う）と思ったが、別
れなかった

別れたい（別れよ
う）とは思わなかっ
た

-

2.7

2.0

無回答

交際相手から最初に被害を受けた時の行動 
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女性の約 30人に 1人は命の危険を感じたことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が生活上の変化を受けることが多く、約 6 割に生活上の変化があった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ）

総 数 （1,949人）

女 （1,064人）

男 （885人）

10歳代から20歳代で
交際相手がいた人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

10.2

5.0

0.8

3.2

命の危険を
感じた

2.1

命の危険を
感じなかった

7.8

これまで被害を
まったく受けた
ことがない

89.0

85.3

93.4

1.1

1.3

0.8

無回答

被害を受けたことがある

交際相手からの被害により命の危険を感じた経験 

心身に不調をきたした

夜、眠れなくなった

異性と会うのが怖くなった

仕事（アルバイト）をやめた・変えた

転居（引越し）をした

外出するのが怖くなった

学校（大学）はやめなかったが、
しばらく休んだ

仕事（アルバイト）は
やめなかったが、しばらく休んだ

学校（大学）をやめた・変えた

その他

特にない

無回答

31.0

15.7

10.2

9.6

9.6

8.6

2.5

2.0

0.5

2.0

46.7

4.1

34.2

15.1

11.6

11.0

11.6

9.6

3.4

1.4

0.7

2.1

39.7

4.8

21.6

17.6

5.9

5.9

3.9

5.9

-

3.9

-

2.0

66.7

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

 総　数 （n＝197， Ｍ．Ｔ．＝142.6％）

 女      （n＝146， Ｍ．Ｔ．＝145.2％）

 男      （n＝  51， Ｍ．Ｔ．＝135.3％）

(%)

交際相手からの被害による生活上の変化（複数回答） 
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Ⅳ 異性から無理やりに性交された経験（女性のみ） 

  

 

女性の 8％は異性から無理やりに性交された経験がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 4人に 3人は加害者と面識があった 

 

 

 

異性から無理やりに性交された経験 （女性のみ） 

加害者との面識の有無 

（ｎ）

あった
（計）

総 数 （1,751人） (7.7)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

１回あった

4.1

２回以上あった

3.5

87.4

まったくない 無回答

5.0

あった（計）

（ｎ）

面識あり
（計）

総 数 （134人） (76.9)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

61.9 6.0

まったく
知らない人

17.2

顔見知り程度の
人

14.9

よく知っている
人

無回答

面識あり（計）
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被害を受けた女性の約 7割はどこにも相談していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害を受けた女性の約７割に生活上の変化があった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異性から無理やりに性交された被害による生活上の変化（複数回答） 

心身に不調をきたした

異性と会うのが怖くなった

自分が価値のない存在になったと感じた

夜、眠れなくなった

外出するのが怖くなった

仕事（アルバイト）をやめた・変えた

転居（引越し）をした

仕事（アルバイト）はやめなかったが、
しばらく休んだ

学校（大学）をやめた・変えた

学校（大学）はやめなかったが、
しばらく休んだ

その他

特にない

無回答

22.4

20.1

15.7

11.9

10.4

8.2

6.7

0.7

-

-

13.4

31.3

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

 総　数 （n＝134， Ｍ．Ｔ．＝146.3％）

(%)

異性から無理やりに性交された被害の相談の有無 － 時系列比較 

今 回 調 査 （134人）

平成20年度調査 （123人）

平成17年度調査 （114人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

62.6

64.0

28.4

相談した

35.1

31.7

67.9

相談しなかった

0.9

5.7

3.7

無回答
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